


コロナ影響 『働き方』 『生産性』見直し
● 見えてきた利点と課題

「テレワーク導入に拍車」 ⇒ 多様な働き方への理解進む

テレワークの導入のメリットとデメリット

メリット デメリット

⚫ 感染のリスクを低減できる

⚫ 通勤がなくなり、ストレス解消や時間の有
効利用が可能

⚫ 業務を集中して実施できるなど業務の効
率化

⚫ 場所にとらわれない働き方が実現

⚫ ツールの活用でコミュニケーションが活性
化

⚫ 子育て、介護などワークライフバランスの
充実

⚫ ペーパーレスや交通費の削減
⚫ 働き方、生産性を見直す契機に

⚫ 労務・業務管理が難しい

⚫ 対面と同じようなコミュニケーションが取
りにくくなる

⚫ 突発的な案件への対応が難しい
⚫ 専用機器や通信回線などの投資負担増
⚫ セキュリティー対策の整備
⚫ コミュニケーション不足によるストレス増
⚫ 運動不足
⚫ オン／オフの切り替えが難しい



新常態 オフィス変貌 面積縮小 拠点分散 ３密対策

都内空室率10年ぶり上昇幅

ファンケルの
コールセンターブース

一方・・・
▶ 在宅定着 ニッポンの壁

主要国で最低水準 「仕事」の見直し急務

在宅勤務できる人

米国51.7％
英国53％
日本47.2％

欧米は仕事内容を明確に規定するジョブ型、
日本は職務や責任が曖昧なメンバーシップ型（評価しにくい）



コロナ禍で加速する地方移住
東京が最大の人口流出地域に

🔻10月の転入超過数がプラスの
県

地方創生へ





11月17日長野日報新聞に掲載

茅野市とたちかわIT交流会との交流でテレワーク促進

長野への会社移転には
手厚い助成金もあります！



2021年1月29日 日本経済新聞掲載

新卒、地元で「リモート就職」都内ITと長野県茅野市



2021年2月8日 立川経済新聞掲載

たちかわIT交流会と長野県茅野市が連携
リモート 勤務の新卒採⽤へ ◇本文◇

⽴川商⼯会議所所属のIT関連企業32社から成る「たちかわIT交流会」と⻑
野県茅野市が連携 し、茅野市の学⽣が同会の企業に就き、リモートワークで
勤務する採⽤枠を2022年新卒採⽤から設ける。

若者の就職先が無く市外や県外へ流出し、3年前から⼈⼝の減少傾向が
続く茅野市と、東京であ ってもIT⼈材は都⼼の企業に偏りIT⼈材が不⾜して
いる多摩地域の⽴川市は、「互いの思いが Win-Winの関係になれる」と事業
を⽴ち上げた。

採⽤した学⽣は就職後、基本的には⻑野県内の⾃宅やシェアオフィスで、テ
レワーク で勤務する。必要な打ち合わせ時に⽴川の本社に⾏く場合でも、JR

中央線特急の利⽤が できる便利な位置関係にある両市。昨年8⽉には、たち
かわIT交流会の事務所兼シェアオフィス 「ワークラボ⼋ヶ岳」を茅野駅前に開
設し、就職後に利⽤できる環境を整えている。

諏訪東京理科⼤や茅野市出⾝で県外や多摩地域の⼤学に通う学⽣にこ
の事業を知ってもらい、 地元に住み働きながら、⽴川の企業に就職する「リモー
ト就職」を⽬指す。同会は3⽉26⽇、茅野市内で諏訪東京理科⼤3年⽣に
向け就職説明会を開き、インターンシップへの参加を呼び掛ける。

同会代表を務める東洋システム（⽴川市柴崎町2）社⻑の飯⽥哲郎さん
は「⼈⼝流出に⻭⽌めを かけ若者が住むことで住⺠税の税収も増える茅野市
と、優秀な⼈材確保が可能になる多摩のIT企業と、それに伴い法⼈税の税
収が増える⽴川市と、3者がWin-Win-Winになれるメリットもあ る」と話す。

飯⽥さんは現在、同社の社⻑でもあるが、東京農⼯⼤学博⼠後期課程の
学⽣としてテレワーク の研究も⾏っている。「テレワークでの課題が⾒えている。く
たびれない環境や疲れない⾷事、 コミュニケーション⽅法についても今後、情報
提供していければ。さらには、茅野市の古⺠家でのワーケーション事業も進めて
いきたい」と意気込みを⾒せる。



茅野市の効率的なテレワークの利便性

2021年2⽉15⽇（⽉）開催 ２⽉度例会

講師：森ビルメディア企画部⻑ 矢部俊男氏、蓼科塾代表理事中村恭子氏

たちかわIT交流会2⽉度例会はオンラインで⽴川商⼯会議所と⻑野茅野市と各IT会社
で⾏いました。森ビルメディア企画部⻑ 矢部俊男氏.蓼科塾代表理事中村恭子氏より
⼤変素晴らしいご講演を戴きました。

YouTube ★限定公開
「長野県茅野市で体験する
ウェルネス テレワーク ~食について考える~」

https://www.youtube.com/wa

tch?v=ZQpFWOGQSu8&feat

ure=youtu.be

https://www.youtube.com/watch?v=ZQpFWOGQSu8&feature=youtu.be


寒天・味噌・そば など

ち の

豊かな自然に育まれた
名産・特産

⼋ヶ岳から流れる清流と、澄んだ空気
に恵まれた茅野市。

冷涼で湿度が低い環境でつくられる
味噌や寒天は、名産品として広く知ら
れています。

また、近年になって本格的な品質向
上やブランド化が進められるようになっ
た「そば」も、お⾒逃しなく。

⼈⼝：55,075⼈
（令和3年1⽉1⽇時点）



はちみつセット
寄付金額15,000 円以上の寄付でもらえる

👑⼈気
No.1

⼋ヶ岳オリジナルデザイン ナルゲンボトル

寄付金額7,000 円以上の寄付でもらえる

小さな薪ストーブ Small Hot Box

寄付金額300,000 円以上の寄付でもらえる

蓼科蕎麦通セット
12,500円

信州更科セット
12,500円 C/F ⻑野チーズケーキ・

⻑野フルーツケーキのセット
12,500円

信州米沢米
15,000円

秘蔵味噌
12,500円

茅野市コワーキングス
ペース ワークラボ⼋ケ
岳 デスクシェア回数
券17,500円



東洋システムの拠点ができました
長野県茅野市

１．駅前のコワーキングスペース

長野県茅野市は、長野県の中でも南側に位置し、
人口約55,000人、標高800mの高原都市です。
〒391‐0001 長野県茅野市ちの3502番地１べルピア2階105

２．コンセプト：働く実験室

３．ワーケーションと
中心市街地の活性化

あずさで
１時間35分
列車内、
無料WiFiあり

東洋システムのオフィスです ▼

駅直結
24時間運営

ローカル５G
接続予定！



東洋システムの拠点ができました
長野県茅野市

2020年8月1日よりオープン

入口ドアに
表札を⽤意しましたOffice 105号室

2020年7月31日（金）～8月1日（土）



長野県茅野市 視察

情報交換会

茅野市の職員⽅々や公⽴諏訪
東京理科⼤学の⽅を交えて情報
交換を致しました。

別荘地視察

八ヶ岳が
見えます！

蓼科で『休む』『リフレッシュ』聖地のブランディング
についてプレゼンテーションして戴きました。

2020年7月17日（金）～18日（土）

大自然の中で
シカと交流



諏訪東京理科大学の学生と交流しました
2020年9月14日（月） 於 ワークラボ八ヶ岳

アイエムデータ様も
参加していただきました！

ワークラボ⼋ヶ岳の
スタッフの⽅が

東洋システムとたちか
わIT交流会の紹介
ボードを作成してくだ

さいました！



長野県茅野市テレワーク等の利便性
コロナ禍で変わる地⽅移住
脱都会⼈気でバブル現象！？

かつての保養地で
不動産取引活発化！

▼専門家から

『茅野市はこういう”ライフスタイ
ル”と売り込んでいくことが大事』

『これからは本格的なフルの
リモートワークを！』



長野県茅野市テレワーク等の利便性

アプリを活⽤した乗合
タクシーの導入と地域
拠点と茅野駅を結ぶ
バスを運行。利⽤者
の利便性を高める。


